◎　鈴 (すず)木 (き)正 (しょう)三 (さん)禅 (ぜん)師 (じ)［1579 - 1655］　『驢 (ろ)鞍 (あん)橋 (きょう)』（岩波文庫）

１．近年 (きんねん)仏 (ぶっ)法 (ぽう)に勇 (ゆ)猛 (みょう)堅 (けん)固 (ご)の大 (だい)威 (い)勢 (せい)有 (あ)ると云 (い)う事 (こと)を唱 (とな)え失 (うしな)えり。只 (ただ)柔 (にゅう)和 (わ)に成 (な)り、殊 (しゅ)勝 (しょう)に成 (な)り、無 (む)欲 (よく)に成 (な)り、人 (ひと)能 (よ)くはなれども、怨 (おん)霊 (りょう)と成 (な)る様 (よう)の機 (き)を修 (しゅう)し出 (いだ)す人 (ひと)無 (な)し。何 (いず)れも勇 (ゆ)猛 (みょう)心 (しん)を修 (しゅう)し出 (いだ)し、仏 (ぶっ)法 (ぽう)の怨 (おん)霊 (りょう)と成 (な)るべし。

２．仏道 (ぶつどう)修行 (しゅぎょう)は、仏 (ぶつ)像 (ぞう)【ディオニュソス像 (ぞう)】を手 (て)本 (ほん)にして修 (しゅう)すべし。… 只 (ただ)二 (に)王 (おう)・不 (ふ)動 (どう)【ディオニュソス】の像 (ぞう)等 (など)に眼 (まなこ)を著 (つけ)て、二 (に)王 (おう)坐 (ざ)禅 (ぜん)
【ディオニュソス坐 (ざ)禅 (ぜん)】を作 (な)すべし。… 彼 (か)の機 (き)を受 (うけ)ずんば煩 (ぼん)悩 (のう)に負 (ま)くべし。只 (ただ)一 (いち)頭 (ず)に強 (つよ)き心 (しん)を用 (もち)いるの外 (ほか)なし。
　然 (しか)るに今 (いま)時 (どき)、仏 (ぶっ)法 (ぽう)廃 (すた)れ果 (は)て、すべ悪 (あし)く成 (な)りて、活 (いき)た機 (き)を用 (もち)いる者 (もの)なし。皆 (みな)死 (し)漢 (かん)ばかりなり。仏 (ぶつ)道 (どう)には、活 (かっ)漢 (かん)とて、活 (いき)た機 (き)を用 (もち)いることなり。是 (これ)を知 (し)らず、殊 (しゅ)勝 (しょう)に成 (な)り、柔 (にゅう)和 (わ)に成 (な)り、沈 (しず)み入 (いり)て仏 (ぶっ)法 (ぽう)と思 (おも)えり。或 (あるい)は悟 (さと)りたるなどと、さもなき事 (こと)を鼻 (はな)に上 (あ)げ、狂 (くる)いあり (歩)く者 (もの)多 (おお)し。
　只 (ただ)我 (われ)は殊 (しゅ)勝 (しょう)げな事 (こと)をも、悟 (さと)りげな事 (こと)をも知 (しら)ず。十 (じゅう)二 (に)時 (じ)中 (ちゅう)、浮 (うかぶ)心 (しん)を以 (もっ)て、万 (ばん)事 (じ)に勝 (か)つ事 (こと)ばかり用 (もち)いるなり。何 (いず)れも二 (に)王 (おう)・不 (ふ)動 (どう)【ディオニュソス】の堅 (けん)固 (ご)の機 (き)を受 (う)け、修 (しゅう)し行 (ぎょう)じて、悪 (あく)業 (ごう)煩 (ぼん)悩 (のう)を滅 (めっ)すべし。…
　始 (し)終 (じゅう)この勇 (ゆ)猛 (みょう)の機 (き)一 (ひと)つを以 (もっ)て、修 (しゅ)行 (ぎょう)は成 (じょう)就 (じゅ)するなり。別 (べつ)に入 (い)る事 (こと)無 (な)し。何 (なん)たる行 (ぎょう)業 (ごう)も、ぬけがらに成 (なり)てせば、用 (よう)に立 (たつ)べからず。強 (つよ)く眼 (まなこ)を著 (つけ)て、禅 (ぜん)定 (じょう)の機 (き)を修 (しゅう)し出 (いだ)すべし。

３．初 (しょ)心 (しん)行 (ぎょう)者 (じゃ)は、いかにもして真 (しん)実 (じつ)起 (おこ)る様 (よう)にすべし。真 (しん)実 (じつ)起 (おこ)らざる先 (さき)に無 (む)理 (り)行 (ぎょう)などし、強 (つよ)く坐 (ざ)禅 (ぜん)などすべからず。無 (む)理 (り)に根 (こん)機 (き)を出 (いだ)し、荒 (あら)行 (ぎょう)などすれば、性 (しょう)疲 (つか)れ、機 (き)へりて、何 (なん)の用 (よう)にも立 (た)たず。只 (ただ)在 (あ)りて果 (はた)すなり、何 (いず)れも覚 (おぼ)え有 (あ)るべし。気 (き)相 (あい)悪 (あし)き時 (とき)は、常 (つね)よりも心 (こころ)悪 (あし)く成 (な)る物 (もの)なり。
　修 (しゅ)行 (ぎょう)と云 (い)うは、機 (き)を養 (やしな)い立 (たつ)る事 (こと)なり。故 (ゆえ)に古 (こ)人 (じん)も長 (ちょう)養 (よう)といえり、必 (かなら)ず機 (き)をへらすべからず。
　今 (いま)時 (どき)、無 (む)理 (り)行 (ぎょう)をなし、亦 (また)ぬけがら坐 (ざ)禅 (ぜん)をなして、機 (き)へりて病 (びょう)者 (しゃ)と成 (な)り、気 (き)違 (ちが)いと成 (な)る者 (もの)数 (かず)を知 (し)らず。只 (ただ)志 (こころざし)を進 (すす)め、真 (しん)実 (じつ)を起 (おこ)すべし。
４．一 (いち)日 (じつ)さる侍 (さむらい)に示 (しめ)して曰 (いわ)く、「始 (はじ)めより忙 (いそが)しき中 (なか)にて、坐 (ざ)禅 (ぜん)を仕 (し)習 (なら)いたるが好 (よ)きなり。殊 (こと)に侍 (さむらい)は、ときの声 (こえ)［戦場で士気を高める声］の中 (なか)に用 (もち)いる坐 (ざ)禅 (ぜん)を仕 (し)習 (なら)わで叶 (かな)わず。鉄 (てっ)砲 (ぽう)をばたばたと打 (う)ち立 (た)て、互 (たが)いに鑓 (やり)先 (さき)を揃 (そろ)えてわっわっと云 (いい)て、乱 (みだ)れあう中 (なか)にて急度 (きっと)用 (もち)いて、ここで使 (つか)う事 (こと)なり。なにと静 (しずか)なる処 (ところ)を好 (この)む坐 (ざ)禅 (ぜん)が、加 (か)様 (よう)の処 (ところ)にて使 (つか)われんや。総 (そう)じて、侍 (さむらい)はなにと好 (よ)き仏 (ぶっ)法 (ぽう)なりと云 (い)うとも、ときの声 (こえ)の内 (うち)にて用 (よう)に立 (た)たぬ事 (こと)ならば、捨 (す)てたがよきなり。然 (しか)る間 (あいだ)、常 (じょう)住 (じゅう)二 (に)王 (おう)心 (しん)【ディオニュソス心 (しん)】を守 (まも)り習 (なら)う外 (ほか)なし。さて、初 (しょ)心 (しん)の者 (もの)、二 (に)王 (おう)心 (しん)【ディオニュソス心 (しん)】の外 (ほか)にて万 (ばん)事 (じ)の上 (うえ)に使 (つか)う事 (こと)成 (な)るべからず。」

　亦 (また)曰 (いわ)く、「諸 (しょ)芸 (げい)皆 (みな)禅 (ぜん)定 (じょう)の機 (き)を以 (もっ)て作 (な)す事 (こと)なり。就中 (なかんづく)、兵法 (へいほう)などはぬけた心 (こころ)にて使 (つか)わるべからず」と、自 (みずか)らきっと太 (た)刀 (ち)を構 (かま)えたる模 (も)様 (よう)を作 (な)して曰 (いわ)く、「皆 (みな)是 (これ)禅 (ぜん)定 (じょう)の機 (き)なり。然 (しか)れども、兵 (へい)法 (ほう)者 (しゃ)は使 (つか)う時 (とき)ばかり禅 (ぜん)定 (じょう)にて、太 (たち)刀を置 (お)くと早 (は)や抜 (ぬ)けるなり。然 (しか)るに、仏 (ぶつ)道 (どう)修 (しゅ)行 (ぎょう)の者 (もの)は、常 (じょう)住 (じゅう)この気 (き)を抜 (ぬ)かず用 (もち)いるなり。この故 (ゆえ)に一 (いっ)切 (さい)に負 (ま)ける事 (こと)なし。次 (し)第 (だい)に鍛 (たん)錬 (れん)し熟 (じゅく)するに随 (したが)って、謡 (うたい)や拍 (ひょう)子 (し)の様 (よう)なる事 (こと)にも合 (あ)い、万 (ばん)事 (じ)に相 (そう)応 (おう)して万 (まん)徳 (とく)円 (えん)満 (まん)なり。是 (かく)の如 (ごと)く用 (もち)いるを仏 (ぶっ)法 (ぽう)と云 (い)うなり。」

５．仏 (ぶつ)道 (どう)修 (しゅ)行 (ぎょう)と云 (い)うは、二 (に)王 (おう)・不 (ふ)動 (どう)【ディオニュソス】の大 (だい)堅 (けん)固 (ご)の機 (き)を受 (う)けて修 (しゅう)すること一 (ひと)つなり。この機 (き)を以 (もっ)て身 (しん)心 (しん)を責 (せ)め滅 (ほろぼ)すより外 (ほか)、別 (べつ)に仏 (ぶつ)法 (ぽう)を知 (し)らず。もし我 (わ)が法 (ほう)に入 (はい)らんと思 (おも)う人 (ひと)は、機 (き)をひっ立 (た)て、眼 (まなこ)をすえ、二 (に)王 (おう)・不 (ふ)動 (どう)【ディオニュソス】、悪 (あく)魔 (ま)降 (ごう)伏 (ぶく)の形 (ぎょう)像 (ぞう)の機 (き)を受 (う)け、二 (に)王 (おう)心 (しん)【ディオニュソス心 (しん)】を守 (まもり)て、悪 (あく)業 (ごう)煩 (ぼん)悩 (のう)を滅 (めっ)すべし。古 (こ)来 (らい)より、この仏 (ぶつ)像 (ぞう)【ディオニュソス像 (ぞう)】の沙 (さ)汰 (た)したる人 (ひと)聞 (き)かねども、如何 (いか)にしても、我 (わ)が胸 (むね)に相 (そう)応 (おう)して用 (もち)いて万 (ばん)事 (じ)に自 (じ)由 (ゆう)なり。仏 (ぶつ)は勇 (ゆ)猛 (みょう)精 (しょう)進 (じん)と諸 (しょ)経 (きょう)に多 (おお)く説 (と)き給 (たも)うと見 (み)えたり。この機 (き)を受 (うけ)ずして、煩 (ぼん)悩 (のう)に勝 (か)つ事 (こと)有 (あ)るべからず。
　第 (だい)一 (いち)に、仏 (ぶつ)像 (ぞう)【ディオニュソス像 (ぞう)】の機 (き)を受 (うく)ると云 (い)うことを能 (よ)く知 (し)るべし。無 (ぶ)精 (しょう)にして比 (こ)の機 (き)移 (うつ)るベからず。専 (もっぱ)ら仏 (ぶつ)像 (ぞう)【ディオニュソス像 (ぞう)】に眼 (まなこ)を著 (つけ)て、二 (に)六 (ろく)時 (じ)中 (ちゅう)、金 (こん)剛 (ごう)心 (しん)【＝ディオニュソス心 (しん)】を守 (まも)るべし。
